
平 成 １ ７ 年 度 事 業 報 告 書 
 １．事業規模（全体） 

理事数 １２名  定員(12名以内) 評議員数 ２５名  定員(25名) 
設置機関 法人部門 仙台大学 明成高校 合  計 
教職員数 8名     134名     80名 222名 

入学数 520名 522名 1,042名 
在籍数 1,996名 1,272名 3,268名 
卒業数 440名 348名 788名 

(学校法人基礎調査・学校基本調査・学校法人実態調査から) 
２．事業規模（機関別） 

（１）仙台大学  ＜宮城県柴田郡柴田町船岡南２丁目２番１８号＞ 

設置学校 学部･コース等 入学者数 在籍総数 

大学院 

入 学 

定 員 

１５名 

スポーツ科学研究科 

・体育科学領域 

・生涯スポーツ科学領域 

・コーチング科学領域 

・体力科学領域 

・健康福祉科学領域 

  ３１ ５５ 

体育学科 (入学定員２２５名) 

・スポーツコーチングコース 

・スポーツトレーナーコース 

・スポーツマネジメントコース 

２８９ １,２３４ 

健康福祉学科 (同 １００名) 

・健康支援コース 

・福祉レクリエーションコース 

１２９ ５３３ 

仙台大学 

体育学部 

入 学 

定 員 

３８５名 

運動栄養学科 (同  ６０名)   ７１ １７４ 

（２）明成高校  ＜宮城県仙台市青葉区川平２丁目２６番１号＞ 

設置学校 学部･コース等 入学者数 在籍総数 

調 理 科 ［全日制課程］(１２０名) １４２ ３５１ 
明成高校 

普 通 科 ［全日制課程］(３２０名) ３８０ ９２１ 

  
３．事業概要 
 （１）法人全体 
   ① 私立学校法一部改正に伴い、寄附行為変更(２月２８日申請、３月３０日認可)及び 

仙台大学ホームページ上に財務状況を掲載 
   ② 個人情報保護法への対応として｢基本方針｣及び｢保護規程｣を制定･施行（７月） 
   ③ 公的機関による調査等の対応について 
     ・アスベスト使用実態調査（１１月）・宮城県私立学校運営状況現地調査（１０月） 

・調理師養成施設基準の遵守状況実地調査（１０月）・公認会計士定例監査 

（２）仙台大学 

① 収容規模の拡大 

・入学定員増（平成１６年１１月３０日認可  平成１７年度から実施） 

      運動栄養学科 定員４０名 → ６０名   編入学定員８名 



    ・入学定員定員増申請認可（平成１７年１２月５日認可  平成１８年度から実施） 

      体育学科   定員２２５名 → ２５０名 編入学定員１０名 

   ② 自己点検･評価 

平成１９年度申請予定の外部認証評価に向けて、平成１６年度に関する内部自己 

点検・評価を実施 

   ③ 国際交流、地域連携 

   ＜国際交流＞ 

    ア 交流協定締結･推進      東北師範大学、台東大学 

    イ ハワイ大学とのアスレティックトレーニングに関する連携 

    ウ パラオ共和国政府との高齢者健康維持増進事業に関する連携 

   ＜地域交流＞ 

    ア 部活動指導他教育活動 

(仙台市・柴田町・各教委連携、・県ジュニアアスリート指導者講習会) 

    イ 介護予防等健康福祉活動 

      (亘理・白石・柴田・山元・岩沼・小牛田各市町村、県民大学開放講座) 

    ウ 官民、民間交流 

・ 仙台市「元気･街・せんだい｣プロジェクト 

・ 県社会福祉事業団介護包括支援モデル事業 

     ・㈱三菱地所(ﾒｯｸｱｰﾊﾞﾝﾘｿﾞｰﾄ)健康増進事業 他 

   ④ 施設整備 

・第４体育館（アスレティックトレーニング領域とダンス･新体操領域）竣工（３月） 

   ⑤ その他（スポーツ競技実績） 

     ・第５６回東北インカレ  男子総合優勝（６～７月） 

     ・第８５回サッカー天皇杯県予選  優勝（８月） 

     ・第３２回ボート競技全日本インカレ  女子総合優勝（１０月） 

     ・冬季オリンピックトリノ大会 

       日本代表５名を含め、競技関係者が同窓生含め１０名参加（２月） 

（３）明成高校 

① 教育改革 

    ア シラバス（授業要綱）を作成し、教育目標を明確に設定（５月） 

    イ 文科省教育改革推進モデル事業として「食育」教育に関し、補助金獲得 

    ウ 国際交流等 

・米国ユカイア高校との交換留学語学研修（３月） 

・調理科フランス研修（１月） 

・介護福祉コースの北欧研修＜仙台大学と合同＞ （１０月） 

・調理科交流（調理科が山形学院高校と共同で、調理科・食物科全国校長会に郷土料

理の芋煮を提供）（１０月） 

② 施設整備 

   ・介護実習室及び多目的教室を建設 

③ その他（スポーツ競技実績等） 
     ・女子バスケットボール部   県高校総体優勝（インターハイ出場）（６月） 
     ・男子バスケットボール部   県高校新人大会優勝（１月） 

以 上 
 



 

監査報告書  
 

平成１８年５月１７日 
 
 私たちは、学校法人朴沢学園の監事として、私立学校法第３７条第３項に基づいて同学園の平成１７年度(平成

１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで)における財産目録および計算書類(資金収支計算書、消費収支計

算書、貸借対照表及び付属明細表)を含め、学校法人の業務並びに財産の状況について監査を行いました。 
 私たちは監査にあたり、理事会その他重要な会議に出席するほか理事から業務の報告を聴取し、重要な決済書

類等を閲覧するなど必要と思われる監査手続を実施しました。 
 監査の結果、私たちは、学校法人の業務に関する決定及び執行は適切であり、財産目録及び計算書類は会計帳

簿の記載と合致し、法人の収支及び財産の状況を正しく示しており、学校法人の業務又は財産に関し不正の行為

又は法令若しくは寄附行為に違反する重大な事実はないものと認めました。 
以上 

 
 


